
一
一
発
行
所
e

証
料
の
摘
給
金
と
し
て
二
十
万
円
を
計
一
一
、
コ
二
五
万
円

sf

一

一

一

大

洗

町

役

上

致

し

ま

し

た

@

山

一

次

は

町

一

民

の

福

祉

を

増

進

す

る

た

め

の

一

5
一

一

発

行

人

一

@

近

郊

農

業

態

勢

の

確

立

へ

沼

環

境

の

整

備

と

い

う

問

題

で

あ

り

ま

一

一

加

藤

叫

す

が

、

ま

づ

文

教

施

設

で

あ

り

ま

す

。

9
山
一
一

E蜘

一

印

榔

所

農

業

振

興

対

策

と

し

ま

し

て

は

、

準

品

添

年

度

の

新

事

業

と

し

て

は

、

大

賞

小

第

一

岩

城

印

刷

所

室

長

い

工

場

の

誘

致

、

消

費

物

資

…

学

校

の

校

舎

が

老

朽

化

し

て

お

り

ま

す

ー
し
「
l
l
kゅ
Z点
目
の
増
大
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
一
の
で
、
そ
の
改
築
の
た
め
一
千
三
百
五

i

l

l

i

l

i

-

-

一
に
対
応
す
ぺ
く
近
郊
農
業
の
態
勢
五
九
十
一
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
o
単

町

発

展

の

方

向

と

五

七

七

転

説

明

日

μ
誌

は

一

諮

問

町

村

訪

日

投

句

作

吋

ー
;
i
'
!

一
め
の
基
本
的
な
土
地
整
備
を
図
る
べ
く
一
内
訳
は
一
中
の
井
戸
新
設
に
五
十
万
円

基

本

白

書

簡

旬

一

交

換

分

合

、

土

地

改

良

事

業

等

の

調

査

一

統

中

の

自

転

草

場

に

三

十

万

円

、

照

2
2
白
布
丸
一
設
計
費
そ
の
他
の
助
成
補
助
金
に
百
万
一
明
設
備
費
二
十
二
万
円
、

E
門
道
路
舗

一
円
を
計
上
い
た
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
…
袋
費
二
十
五
万
円
、
磯
小
渡
廊
下
新
設

@

港

湾

を

鋤

点

に

全

産

業

の

~

寸

総

合

的

発

展

を

@

工

場

誘

致

に

ま

い

進

-

@

大

洗

に

駐

車

場

強

化

~

工

事

費

十

万

円

、

祝

町

小

宿

直

室

改

築

費
十
五
万
円
で
あ
り
ま
す
。

只
今
か
ら
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て
一
滋
湾
建
設
が
す
す
む
に
つ
札
て
ヱ
場
一
商
業
と
観
光
の
対
策
費
と
し
ま
し
て
J

公
民
館
関
係
で
は
第
一
公
民
館
の
同
情

説
明
を
い
た
し
ま
す
。
私
は
新
し
い
町
一
誘
致
の
問
題
も
お
こ
っ
て
お
り
ま
す
土
は
負
担
金
と
助
成
金
に
約
百
万
円
、
惇
お
よ
び
玄
関
間
仕
切
工
事
に
三
万
円
、

づ
く
り
の
目
標
と
し
て
は
港
湾
を
拠
点
一
現
在
話
が
来
て
お
り
ま
す
の
は
「
シ
三
水
浴
事
業
費
に
豆
一
十
万
円
を
計
上
し
第
三
公
民
館
の
増
改
築
工
事
に
五
十
五

し
て
、
各
種
産
業
の
綜
合
的
発
展
を
ル
」
盟
細
亜
、
大
協
の
三
石
油
会
社
の
一
た
し
て
あ
り
ま
す
が
、
当
面
の
課
題
と
-
万
を
計
上
し
て
お
り
ま
ず
。

策
し
、
観
光
に
よ
る
外
客
の
誘
致
と
相
一
泊
糟
所
設
醤
と
夏
海
地
区
の
放
射
線
化
一
し
て
研
究
し
て
お
り
ま
す
の
は
駐
車
場

ー
ま
っ
て
、
産
業
と
観
光
の
文
化
都
市
を
一
学
中
央
研
究
所
の
問
題
で
あ
り
ま
す
こ
の
間
顕
で
あ
り
ま
す
。
一
つ
の
策
と
し
@
道
路
改
修
事
業
費

刊
一
一
一
咋
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
一
ど
ち
ら
も
未
定
で
あ
り
ま
す
が
伺
れ
に
一
て
は
特
に
大
洗
地
区
で
あ
り
ま
す
が
、
一
一
、

0
0
0
万
円

こ
う
ゅ
う
基
本
的
な
考
え
方
に
立
つ
一

て
編
成
し
た
本
年
の
当
初
予
算
は
一
一
般
一

会
計
で
一
億
四
千
八
百
九
十
六
万
円
、
一

特
別
会
計
で
三
千
九
百
四
十
九
万
円
、

総
計
一
億
八
千
八
百
凶
十
五
万
円
で
あ
一

り
ま
す
。

第25号¥，.:¥ 
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n
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q
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c
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u
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閥

抗

期

F

一
一
度
予

ね

年

出

拐

釘

才

〉
罰
和
人

口
一
一
昭
才

@
水
道
水
源
確
保
に
努
力
一
り
一
日
も
問
中
く
地
方
財
政
の
確
立
を
望
一
洋
勾
た
る
大
洗
町
の
発
展
を
図
る
べ
く

一
ん
で
や
ま
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
一

一
次
は
道
路
の
盤
備
で
あ
り
ま
す
。
一
水
道
事
業
の
方
は
作
年
第
二
水
源
一
綿
一
そ
れ
か
ら
将
来
の
見
透
し
で
ご
ざ
い
一
私
達
の
こ
よ
な
く
愛
し
て
己
ま
な
い
郷

一
道
路
は
産
業
と
観
光
の
閥
面
に
密
綾
な
一
を
作
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
全
町
市

ι
ま
す
が
、
港
湾
の
建
設
費
は
三
十
八
年
一
土
の
礎
え
を
築
く
ぺ
く
全
力
を
尽
す
決

繋
が
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
年
も
豆
水
道
化
を
計
画
す
べ
き
待
期
に
来
て
お
一
度
、
三
十
九
年
度
、
四
十
年
度
と
漸
次
一
意
で
ご
ざ
い
ま
す
o
御
審
議
と
御
協
賛

点
的
に
整
備
し
て
ゆ
く
心
算
で
あ
り
ま
一
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
一
拡
大
し
て
ゆ
く
見
込
で
あ
り
、
人
件
費
一
を
お
願
い
い
た
し
説
明
を
終
り
ま
す
o

す
。
本
年
度
の
国
県
道
路
整
備
関
係
町
一
も
問
題
は
水
源
池
で
あ
り
ま
し
て
、
深
ナ
物
件
費
も
上
昇
の
傾
向
で
あ
り
ま
す
。
一

E
量
一

7
1

負
担
金
は
一
一
一
百
四
十
八
万
円
に
の
ぼ
り
一
井
戸
で
ゆ
く
か
、
漂
流
水
で
ゆ
く
か
は
一
た
だ
言
書
毎
年
六
‘
七
百
万
円
程
一
重
型
/

ま
た
失
対
一
事
業
と
し
て
町
道
の
補
修
工
一
大
問
題
で
あ
り
ま
す
の
で
本
年
度
は
調
一
度
で
あ
り
こ
れ
は
そ
う
変
佑
は
な
い
と
一
唾
目

z

d

事
予
算
が
四
百
五
十
二
万
円
そ
の
他
排
一
査
費
を
計
と
い
た
し
権
威
者
に
よ
り
よ
一
思
い
ま
す
o

こ
れ
に
対
し
才
入
の
方
は
一
対

ζ
Z
み

ま

ず

港

湾

建

設

に

つ

き

ま

し

て

は

本

一

水

瀞

お

よ

び

橋

梁

補

修

工

事

費

で

一

日

一

く

調

査

を

し

て

貰

い

慎

重

に

計

画

実

施

一

白

番

収

以

外

は

あ

ま

り

期

待

で

き

な

一

搬

出

ほ

路

年

度

第

ニ

年

目

に

入

り

、

事

業

費

の

予

一

一

二

十

九

万

円

合

せ

て

一

千

万

円

を

超

え

一

し

て

行

く

つ

も

り

で

あ

り

ま

す

o

一
い
と
思
い
ま
す
。
従
っ
て
港
湾
建
設
の
一
陽

H
h自
島
轟

算

は

八

千

五

百

一

一

十

万

円

で

あ

り

ま

す

一

一

て

い

る

露

で

あ

り

ま

す

。

一

@

財

政

の

現

況

と

一

第

一

期

完

ず

で

あ

る

昭

和

四

十

年

度

ま

一

昭

年

三

十

七

年

度

一

時

特

別

会

計

万

勺

即

時

一

一

立

野

間

む

し

で

も

言

語

査

で

も

あ

り

観

光

夫

洗

か

ら

祝

町

へ

通

ず

る

県

警

ゴ

レ

@

海

岸

防

災

護

岸

工

事

一

今

后

の

見

透

し

一

で

れ

は

品

川

口

町

bmuι
予
算
な
ど
三
十
二
議
案
弁
審
議
す
る
第

ま
し
て
国
補
事
業
の
方
は
闘
の
査
定
が
地
で
も
あ
る
特
殊
的
な
条
件
を
勘
案
し
一
フ
場
と
の
境
界
に
若
干
土
地
が
あ
り
か
こ
と
し
で
完
了
一
し
か
ら
ば
こ
う
し
た
施
策
の
裏
付
け
一
引
所
等
日
整
備
、
役
場
庁
舎
の
建
設
、
一
一
一
回
定
例
制
議
会
は
去
る
三
月
一
一
十
四

守
取
得
汗
ぽ
訪
日
開
り
一
世
な
が
ら
工
場
誘
致
を
図
る
べ
き
で
あ
る
一
す
の
で
そ
れ
を
整
備
す
れ
ば
で
き
る
の
次
に
防
災
関
係
の
予
算
で
i

け
均
一
と
な
る
財
政
の
現
況
と
今
院
の
見
透
し
水
道
事
業
、
中
央
公
民
館
、
一
町
営
グ
ラ
一
一
一
…
均
一
一
一
一
一
一
日
明
吋
れ
三
日
間
の

に
使
用
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
刊
o
従
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
一
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
燥
が
海
岸
で
は
大
震
海
岸
の
「
一
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
づ
才
入
で
あ
り
一
ン
ド
建
設
等
の
大
事
業
を
課
題
に
も
つ
一

っ
て
町
の
負
担
は
国
補
分
一
千
二
百
¥
一
の
万
と
も
良
く
相
談
い
た
し
た
い
と
考
ト
」
工
事
を
三
百
八
十
↓
万
円
で
残
り
一
ま
す
。
本
年
度
の
自
主
的
財
源
と
し
て
一
て
ヤ
す
の
で
、
健
全
財
政
を
く
づ
一
第
一
日
に
は
新
年
度
予
算
な
ど
を
除

十
四
万
円
、
単
県
分
五
百
三
十
一
一
一
万
円
@
漁
業
資
金
融
資
の
円
滑
化
一
え
て
お
り
ま
す
。
の
替
を
完
了
、
第
一
分
図
書
下
の
一
は
七
千
六
百
十
閥
万
円
で
約
五
十
一
パ
一
さ
れ
れ
囲
で
一
つ
位
づ
づ
実
現
し
こ
一
く
議
案
主
提
議
決
さ
れ
第
一
一
臼
草

花

時

ト

な

評

鰐

鰐

駒

郡

高

諮

問

吋

れ

三

円

ハ

J
A一
@

町

民

の

福

祉

増

進

と

日

目

白

日

十

万

円

で

補

修

す

る

1
1
セ

ン

ト

に

す

ま

す

。

一

い

と

考

え

て

お

り

ま

す
o

」

訪

問

諮

問

um院
長

日

刊

誌

慢

話

札

心

暗

刊

誌

官

か

年

度

漁

業

信

用

基

金

?

恥

会

へ

町

出

一

環

境

の

設

備

一

@

可

搬

動

力

ポ

ン

プ

一

台

購

入

一

千

訪

日

目

立

的

自

問

主

て

日

目

わ

れ

れ

坊

誌

は

即

日

一

編

成

方

針

な

ら

び

に

重

要

施

筑

に

つ

い

と
い
う
方
針
で
あ
り
ま
す
o

資

八

拾

万

円

、

尚

融

資

額

に

対

す

る

保

そ

の

他

に

陸

之

で

は

貯

水

池

の

新

設

一

一

自

余

万

円

の

護

完

売

で

あ

り

上

の

原

別

で

あ

り

ま

す

が

、

町

も

従

来

上

院

間

四

日

同

区

臨

時

間

ー
で
す
二
万
円
、
可
微
動
力
ボ
ン
ザ
購
入
一
す
。
御
承
知
の
よ
う
に
本
年
度
よ
り
税
一
ら
こ
の
よ
う
な
方
針
を
以
て
臨
み
今
後
一
町
の
実
現
に
一
層
の
努
力
を
払
う
決
意

費
六
十
万
円
、
火
の
見
一
兼
ホ
l
ス
乾
燥
一
制
の
改
正
が
あ
り
、
町
で
は
安
い
方
の
一
も
こ
の
方
針
を
堅
持
し
て
ゆ
く
つ
も
り
一
を
表
閉
し
た
o

塔
の
建
設
費
と
し
て
二
十
六
万
円
を
計
一
本
文
方
式
を
採
っ
た
た
め
八
十
万
円
程
一
で
あ
り
ま
す
o

一
議
会
で
は
熱
心
な
質
疑
討
論
が
く
り

uuuu計十
一

詩

的

れ

げ

古

屋

の

j
的

軒

目

討

対

日

信

号

益

軒

川

町

阿

見

守

諮

問

削

一
次
に
は
国
県
の
交
付
税
及
び
補
助
金
一
資
的
経
費
の
割
合
は
消
費
的
経
費
の
旦
極
度
予
算
は
一
般
会
計
一
億
四
千
八
百

次
は
特
別
会
計
の
国
民
健
康
保
険
と
一
で
五
千
百
万
円
こ
れ
は
約
三
十
五
バ
1

一
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
比
較
い
た
し
ま
し
エ
九
十
六
万
余
円
で
前
年
度
に
比
し
、
ニ

水
道
一
製
品
楽
で
あ
り
ま
す
。
健
康
保
険
は
一
セ
ン
ト
に
当
り
ま
す
。
次
は
町
一
債
で
ご
一
四
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て
お
り
ま
一
千
二
百
十
四
万
余
円
の
増
、
国
民
俗
康

年
々
受
診
率
が
上
り
、
尚
一
医
療
費
の
値
一
千
百
万
円
、
約
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
一
す
。
一
保
険
、
水
滋
な
ど
の
特
別
会
計
で
は
三

上
げ
で
本
年
度
は
一
般
会
計
よ
り
四
豆
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
最
も
伸
び
の
大
一
昔
の
言
葉
に
「
信
な
く
ん
ば
侭
を
以
一
千
九
百
四
十
九
万
四
千
円
で
特
策
d
ぺ

情
円
の
繰
出
し
を
い
た
し
尚
一
保
健
一
視
と
一
い
き
の
は
交
付
税
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
一
て
立
た
ん
や
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り

i
き
は
関
係
の
予
算
が
前
年
度
よ
り
つ
ず

し
七
三
百
万
円
程
度
の
地
枚
を
見
込
ん
一
を
も
っ
て
み
て
も
ま
こ
と
に
町
村
の
自
一
が
、
議
会
と
執
行
部
ま
た
は
町
民
各
々
一
二
百
万
円
も
増
え
た
こ
と
で
す
。

だ
次
第
で
あ
り
ま
す
。
一
主
的
財
源
が
乏
し
く
税
制
の
改
革
に
よ
一
が
信
頼
し
合
い
汐
ま
さ
に
満
ち
ん
と
る
ー

、、@
港
湾
建
設
費

こ
と
し
ァ
は
八
、

五
二

O
万
円

入

款 本年度予算額

1、町税 38，837，730
2、地方交付税制，000，000

3、公営企業及財産収入 11，580，000 

4、分担金及負担金 1，780，800 

K使用料及手数料 8，付4，600
， 6、国庫支出金 8，955，934 

7、県支出金丸862，912

8、寄附金 7，415，000
9、繰入金 800，000

10、繰越金 63，462

11、雑収入札227，000

12、町償 21，000，000
言十 148，967，438 

才

場清

-
大
貫
小
校
舎
改
築
資

本年度予算額

5，898，411 
32，881，204 
3，585，321 
27，218，982 
28，407，816 
21，396，579 
4，278，652 
6，501，801 
2，283，813 
172，000 
1，174，046 
5.337，008 
9，081，805 
667，200 
148，967，438 

民健康保険 35，5凶，434

易水道 3，790，600

費
掛
且
賛
費
費
費
貸
費
費
費
費
費
資
質

師

生

済

査

款

会

場

防

木

育

的

衛

経

産

調

挙

債

備

計

出

均

一

一

健

業

計

支

議
役
消
土
教
社
間
内
産
財
統
選
公
諸
予

t
A

ヲ
&
司
J

A
守

ζ
J
r
b

勺

d
a
u
q〆

1
1
1
1
Hけ

υ
n
h
v

国

鱒

}才

(患イrr千円)覧予算

歳入

4

事

j

、

J 

保健在生費 2.9
消防費 2.4
財産費1.4
選挙費 O.ワ
予イ持費 0.5
統計調査費 O.l

づ?担金革期旦金1.3
県支出合1.3
繰入金 0.1
絹越金 O

/ 

挙
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統
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中

昭和37年 6 月~lO 日

成

新
学
期
よ
り
授
業
は
じ
ま
る

し五

大洗町電話局新築

手動式から
ダイヤル式に

らあ.Jv'、j己、第25号

(写真は完成した校舎)
f 

参
議
院
議
員
の
遜
常
選
挙
が
近
づ

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
来
る
七
月
一

日
に
行
わ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
私
ど
も
有
権
者
の
誰
も
が

正
し
い
判
断
を
し
て
公
正
で
明
朗
な

選
挙
を
し
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す

私
ど
も
は
日
常
や
や
も
す
る
と
政
治
、

に

遠

ざ

か

り

が

ち

千

衣

食

住

さ

え

参

議

院

議

員

通

常

選

挙

に

の

ぞ

ん

で

因

ら

な

け

れ

ば

、

諮

れ

が

立

候

補

し

大

洗

町

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

田

口

勝

男

、
候
補
者
の
公
約
が
ど
ん
な

で
あ
ろ
う
と
殆
ん
ど
無
関
心
に
な
り
か
と
り
上
げ
れ
ば
色
守
あ
り
ま
す
が
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
無
関
心

が
ち
で
す
が
、
こ
れ
は
本
当
に
反
省
政
治
は
他
人
ま
か
せ
と
い
号
考
え
を
で
あ
っ
て
よ
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
も
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
棄
権
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
い
た

ま

す

。

そ

れ

は

あ

く

ま

で

私

ど

も

自

身

の

し

ま

し

ょ

う

o
国
民
の
す
べ
て
が
政

国
の
政
治
が
直
接
、
間
接
に
私
ど
も
の
と
し
て
受
け
と
め
、
真
剣
に
考
結
に
参
加
で
き
る
の
は
選
挙
な
の
で

も
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
弱
で
切
り
与
え
て
代
表
者
を
矛
出
し
、
私
ど
も
の
パ
の
り
ま
す
。
一
人
で
も
楽
権
す
る
亡

、

J
J
3
3
5
i言
語

E
Z守
主
警
官

3
5
E
E

離
せ
な
い
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る

こ
と
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
こ

と
で
す
。
た
と
え
ば
物
価
の
移
り
変

り
を
一
つ
取
り
あ
げ
て
も
、
そ
こ
に

政
治
そ
の
も
の
の
姿
が
強
ペ
感
じ
ら

れ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
ほ

， 

号

Ze 1昏号

医盃ヨ

一
昭
和
三
十
三
年
度
よ
り
全
三
十
六
年

一
ま
で
四
カ
年
間
継
続
し
て
国
県
町
と
三

一
者
の
共
同
事
業
に
よ
り
総
工
費
六
百
万

一
円
を
投
じ
大
洗
磯
前
神
社
境
内
の
園
地

一
佑
を
商
っ
て
来
た
が
こ
の
程
完
成
し
大

一

洗

町

の

観

光

商

に

一

段

一
ー
・
・
と
精
彩
が
加
へ
ら
れ
た

一

J
J

全
神
社
む
は
約
一
一
一
万
本

新
学
期
綬
業
開
始
を
の
ざ
し
て
昨
年
一
の
生
徒
合
せ
て
六
一
一
一
名
が
希
望
に
限
一
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
関
係
者
皆
さ
ん
方
の
-
の
つ
つ
じ
が
あ
り
関
祐
一

室
成
を
急
い
で
い
た
統
合
中
学
校
の
一
を
輝
か
せ
て
登
校
、
い
よ
い
よ
授
業
主
御
協
力
に
対
し
こ
の
機
会
に
厚
く

Z
の

大

期

の

五

月

奇

か

ら

?

、

校
舎
建
築
工
事
は
、
関
係
者
皆
さ
ん
の
一
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
完
成
す
る
ま
で
に
一
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
じ

2
旬
に
か
け
で
全
山
く
れ
‘
(
ノ

絶
大
な
御
協
力
と
宝
事
請
負
業
者
、
株
一

l
i
l
i
-
-
l
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1

一

つ

な

い

に

い

ろ

ど

ら

れ

誘

・

一

E
斗
警
告
一

E
事
却
に
て
走
ヨ
」
却
を
挙
行
、
目
下
順
干

γ

式
会
社
安
藤
組
h
u

献

身

的

な

努

力

ど

に

一

一

一

つ

れ

る

観

光

客

の

目

を

楽

一

一

電

話

公

社

で

一

調

に

工

事

が

す

す

め

ら

れ

て

い

ま

す

よ

て

よ

り

こ

の

ほ

ど

完

成

、

去

る

四

月

一

一

日

一

は

当

町

磯

浜

一

新

し

い

電

話

局

舎

の

で

き

上

る

の

ι

し
ま
せ
て
く
れ
る
。
現

関
係
者
多
数
参
加
の
も
と
に
盛
大

t
竣
…
町
畿
釜
町
の
明
年
の
春
闘
(
で
そ
の
あ
と
引
続
き
建
物
↑
在
神
池
を
中
心
に
し
て
つ
つ
じ
騒
を
造

工

式

を

挙

行

し

ま

し

た

。

一

一

角

に

自

動

↑

内

に

機

械

類

の

と

り

つ

け

を

行

い

実

際

一

成

中

で

あ

り

完

成

後

に

は

あ

ら

ゆ

る

葎

5
校
舎
は
当
町
ど
し
て
は
じ
め
て
の
鉄
一
改
式
の
た
め
一
に
業
務
が
開
始
さ
れ
る
の
は
そ
の
あ
と
一
類
の
つ
つ
じ
を
見
る
事
が
出
来
よ
う
o

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
一
階
建
、
総
建

J
一

の

新

局

舎

の

一

に

な

る

予

定

で

す

。

現

在

の

電

話

は

手

一

な

お

五

月

十

三

日

に

は

神

社

境

内

に

一

7
く
て
や
ぶ
れ
や
す
く
、
ょ
く
折
百

六
五
九
坪
、
近
代
的
で
明
る
い
校
舎

t

一

一

お

い

て

大

洗

町

観

党

協

会

大

洗

磯

前

神

一

オ

鹿

島

殺

を

一

議

に

枚

め

る

前

一

嵐

山

高

台

一

建

設

と

設

備

動

式

交

換

で

加

入

者

も

七

O
O
程

度

て

一

、

υ
一
品
ら
切
れ
て
い
ま
す
。

一
拡
張
工
事
乞
一
す
が
新
局
の
完
成
后
は
加
入
数
も
一
、
一
社
、
大
洗
町
体
育
協
会
弓
道
部
洗
』
会

O
乙
重
勺
の
イ
ン
キ
に
準
決
の
む
ら
が

の

絶

景

の

場

所

に

ふ

さ

わ

し

い

堂

々

た

一

す

る

こ

と

に

こ

O
O程
度
に
拡
張
さ
れ
、
電
話
は
す
一
共
催
に
な
る
恒
例
の
第
八
回
つ
つ
じ
ま
一
あ
り
、
文
字
や
萱
勺
が
ゆ
が
ん
で
い

る
も
の
で
す
。
四
月
六
日
の
入
学
式
に
一
な
り
ま
し
た
一
ベ
て
近
代
的
な
タ
イ
ヤ
ル
式
と
な
っ
て
一
つ
り
弓
道
大
会
が
成
年
六
に
開
催
さ
れ
た
一
ま
す
。

は

、

寄

宿

一

一

中

、

喜

の

侶

一

一

一

中

一

去

る

月

一

町

内

は

勿

論

東

京

、

水

一

戸

、

a立
、

東

一

こ

さ

t

一

。

均

一

一

行

ゆ

ら

ゆ

時

給

~

一
海
等
の
地
域
に
も
ダ
イ
ヤ
ル
一
つ
で
つ
一

i

J

1

4

4

一E
J

一
な
が
る
よ
う
に
な
り
ま
す
o

一

に

御

注

意

一

師

一

一

-
n
U
叩

一

ま

た

将

来

は

設

備

を

遂

次

ふ

や

し

て

一

一

山

一

一

一

発

見

し

た

ら

す

ぐ

警

察

へ

匝

一
凶
、
五

O
O加
入
の
申
込
み
に
も
応
ず
一

iL

一
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
そ
う
で
一
最
近
各
地
で
非
常
に
精
巧
な
に
せ
千

一
す
。
通
信
網
が
こ
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
一
円
札
が
多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
千

一
る
こ
と
は
大
洗
町
の
発
展
に
多
大
の
貢
一
円
札
を
手
に
し
た
と
き
は
次
の
こ
と
に

一
献
を
さ
れ
る
わ
け
で
ま
こ
と
に
喜
ば
し
一
注
意
し
て
、
も
し
不
審
な
も
の
が
あ
り

一

い

次

第

で

す

。

一

ま

し

た

ら

な

る

べ

く

阜

く

近

く

の

警

察

一
局
で
は
こ
の
際
電
話
架
設
を
希
望
す
一
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。
に
せ
千
円
札
を

一
る
人
は
早
め
に
大
洗
局
分
室
〈
旧
郵
便
一
発
見
届
け
た
場
合
は
応
分
の
お
礼
を
す

…
局
〉
窓
口
に
申
込
ま
れ
る
よ
う
希
望
し
一
る
そ
う
で
す
。
も
し
に
せ
札
だ
と
知
つ

一
て
ま
す
。
(
本
年
七
月
末
日
ま
で
に
申
一
て
い
な
が
ら
F

使
う
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

一
込
ま
れ
た
分
に
つ
い
て
は
明
年
の
開
局
一
い
ま
ま
で
発
見
さ
れ
た
も
の
は
上
の

と
同
時
に
取
付
け
ら
れ
る
予
定
だ
そ
う
一
三
種
類
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
の
番
号
の

で

す

〉

一

も

の

が

出

て

い

る

か

も

知

れ

ま

せ

ん

。

。
紙
は
手
ざ
わ
り
が
や
わ
ら
か
で
、
よ

考
え
を
国
政
に
反
映
さ
さ
せ
、
よ
り

よ
い
政
治
の
確
立
と
真
の
民
主
国
家

の
建
設
に
一
人
一
人
の
態
度
在
結
集

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
重
大
な
意
義
を
も
っ
こ
ん
ど

生
活
の
中
に
読
書
を

夏

海

の

母

親

文

庫

と
は
、
そ
れ
だ
け
明
る
い
政
治
か
ら

暗
い
政
治
に
一
歩
足
を
踏
み
こ
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。

叉
い
た
ず
ら
に
人
情
に
流
さ
れ
、

義
理
に
し
ば
ら
れ
、
一
時
の
利
益
に

ま
よ
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。
一
人
で
も
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
あ
れ
ば
、
政
治
は
そ
れ
だ
け

腐
敗
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
ど
も
日
本
人
は
義
理
堅
く
、
人
情

深
い
の
を
美
点
と
さ
れ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
使
い
方
次
第
で
は
汚
点
と

な
っ
て
し
ま
う
訳
け
で
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
は
国
民
一
人
一
人
が
主
権
者

で
あ
る
誇
り
を
も
ち
一
一
泉
一
一
裂
に
主

権
者
と
し
て
の
祈
り
を
こ
め
て
投
票

す
る
心
の
構
え
十
今
か
ら
も
ち
た
い

も
の
だ
と
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

も
欝
シ
y
tや
ゑ
γ
M
L
P
智
設

千
葉

t
水
戸
線

一
級
国
道
に

経

済

課

厚
生
課
衛
生
係

第
一
保
育
所
保
母

M
H

保
母
見
習

磯

小

給

食

婦

八
木
逸
郎
(
議
会
)

米
川
幸
子
(
保
険
〉

日
高
蔵
一
(
配
給
〉

猪
瀬
精
霊
ハ
幾
委
〉

池
浦
光
枝
(
戸
籍
)

千
森
洋
Z
J

ハ
経
済
)

高
橋
忠
幸
(
経
済
〉

江
間
信
一
(
建
設
)

槍
山
国
昭
(
給
仕
)

大
谷
義
治
(
税
務
V

石
川
文
江
(
配
給
)

梨
本
節
子
(
第
一
一
一
)

i~~宅

高

野

総

美

篠

崎

光

子

江

橋

源

市

村

山

政

夫

線
引
ス
ミ
子

郡
司
カ
ネ
子

m
m初
予

ゆ
っ吉元一き 香級り隊さる養心小がした
て書年な初にと二とん近をにj 学、て。最
、がをかめ充手百しが代高読校昭い特近
子な過つのてを冊て陣人め l書 P 和るには
供くぎたうてつの指頭と変活 T三な若本
逮てた方ちおな関定にな動動 A十どいを
へは現もはりい番を立るすにで六と人読
のな在あ仲までを受ったるよは年 L、のむ
よらでつ骨す主主借けてめ社つお度わ読人
いなはた説。活り県県国会て母にれ書が
手い生よむ の入立よ口に少さおて意少
本よ活う気 余れ図り登対しんいお欲な
とうので持 暇 l話番指一応で方てりがく
もに中すが を人館定会でもを夏ま低な
ななにが起 読学よ文長き教中海す下つ

③ ② ①を ‘ まらす本のり
て毒薬け用すなパ任の農厳農 曲 τ 廿 すれが年た
華物剤ででるどラ者か薬重薬厳農農事メモ 。今、度めま
警はにすきこのチがかはにの 1- ~ 後こもにた
箭散よかると特オ保る肥す事重薬 のの引大関

口自主主Z暴喜三学芸22f にの ~ 護霊警?ご
っ三間ち意共止物フるなど要筋 戸寄 A重差誘致与 がは活役楽
て逓ががす悶さはツこにとが止 日 ぷ重警髪弱死 期各動立し
い間定いる防れ、ソと入はあす 理 I~董萎蒙~ 待方合つい
まはめまこ除て倒 I 0'れ別りる 這三豪妥1五五設 さ面して家
す散らすとのお人ル カにまに を ・宮言議室ず掛 れかてお庭
。布れが ο 場りでうギしすは 一機帯 てちおりづ
でて特 合、所ツ はカ o 保 w お賛りまく
きい定だ使持ず責ギ管 りえますり

建新第農議 11 11 厚 11 //グ税総総転建財衛昇水教徴住転 まも全昇でれ過肉 こト鉾結常大場

霊長言言 語 重義重震寝袋護霊護霊 職大芝言語?堅ご思PBGZE三喜葉町五
設用育員務ググ EH君グ議員担任長長長任長長長長任 員洗 。;需雲ごと量事遣すえ義歯44菜室
所会局 係係係係係市芸高高葉市豊 の町 J芸員皇 E皇矢515語草EER需

降昭 控 異役 こ現江路ろ路質調介級長葉の、鹿、
昇明雄 三貞保て? とが聞ではでを沼。国七 lー旭烏茨
r-. ，，-.._，.，-，... /"""¥会" " 動 場 lこ早莞すひす経橋 道十水市村町明
建庶衛喜重衛教戸 喜くと。どがてょに三戸冗 県

設務生 護憲君震 ; 222長与一霊12:空皇室寄書
係係係長長長長 たこっ国こ袋を保すメ通村町村
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私たち自身の国保です。いろいろお気付の点や

ご希望の点がありまじたら、どん2:5んご意見を
およせ下さし、。そしてさらに良い国保にしてゆ

きましょう。

大洗町の国保も、誕生してから五年目に入りま

した。国民皆保険の現在、留保はどんな仕組に

なっているのでしょうか?こ hには私たちの国

保のあらましをかいてみました。

の
201' --

わ
れ
る
程
、
大
切
な
事
業
で
す
の
で
ハ
一
っ
た
り
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
療
養
費
一

一
般
会
計
か
ら
と
く
に
今
年
度
は
四
百
一
を
患
者
が
全
額
支
払
っ
て
お
い
て
対
会
!

万
円
の
繰
入
を
し
た
も
の
で
す
。
ニ
の
受
領
証
に
よ
っ
て
留
保
か
ら
み
の
半
一
陣

斗
分
の
金
額
を
、
か
か
っ
た
人
に
お
事
し
一
必

ム
す
る
仕
く
み
で
す
o
そ
の
よ
う
な
万
五
算

}
あ
り
ま
し
た
ら
、
請
求
書
が
役
場
に
そ
一
三
ア

一jkえ
で
あ
り
ま
す
か
ら
ご
利
用
下
さ
い
一
時
字
書
一度年ηi

a
 

司、
d和nnM 

nuHH 

医
療
費
に
比
例
し
て

保
険
税
の
改
正

大
洗
町
の
国
民
健
康
保
険
で
支
払
の
医

療

費

は

、

年

々

驚

く

ば

か

り

の

上

昇

率

を

率

一

示
し
て
お
り
ま
す
o

と

く

に

昨

年

の

七

月

税

一

司

と
十
二
月
に
実
施
さ
れ
た
医
療
費
の
値
上
新
一
日
間
一
切
開
一
則

り
に
よ
っ
て
、
そ
の
支
払
額
も
益
々
拍
車
正
一

;
J
J
4・

を

か

げ

ら

れ

、

更

に

一

だ

ん

と

飛

び

上

り

足

一

一

一

ま
し
た
o
茨
城
県
内
で
は
そ
の
医
療
費
が

i

一

一

一

か

か

る

事

で

は

横

綱

か

く

で

す

。

一

)
T
一
「

昭
和
三
十
六
年
度
に
国
保
税
の
増
税
を
率
一
日
一
山
何
一
則

し
た
ば
か
り
で
す
の
で
、
出
来
る
だ
け
増
。
一
、
一
の
-
一
の

税
を
さ
け
る
様
努
力
し
て
来
た
の
で
す
が
け
一
税
一
税
一
齢

医
療
費
の
依
上
り
が
、
あ
ま
り
に
も
急
激
ザ
一
一
民
演

で
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
租
税
力
を
お
一
日
十
時
四

考
え
な
が
ら
最
少
限
税
率
改
正
を
す
る
も
叱
一
一
区
一
匡

の
で
す
。
昨
年
の
や
く
一
一
割
塙
で
す
が
こ
前
十
分

の
僧
税
は
ど
な
た
も
容
易
で
な
い
と
容
し
』
一

ま
す
が
、
こ
の
増
税
は
ま
っ
た
く
医
療
費
体
一

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
町
一
区

く
ご
協
力
の
程
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
和

所得割

資産割

均等割 I(人頭割)到円
平等部 (位帯割)700円

国保で支払づた医療費ι税との対照

般
会
計
か
ら
国
保
へ
四
百
万
円
の
繰
入

2 3月'+ 5 6 7 8 q 10 11 12 1 

国
民
健
康
保
険
を
ま
か
な
う
一
溌
大

L

』

・

一

き

な

枚

入

は

保

険

税

で

す

o
留
保
の
税

国

保

運

協

会

と

は

一

金

は

、

ど

な

た

も

協

力

し

て

下

さ

る

の

一
で
九
十
五
M
の
人
は
完
納
し
て
い
ま
す

本
町
の
国
保
を
よ
り
よ
く
運
営
す
る
一
し
か
し
あ
と
の
五
%
の
人
は
滞
納
が

一
だ
め
に
、
大
洗
国
民
健
康
保
険
運
営
協
一
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
々
は
み
ん
な

お
り
ま
す
。
一
国
保
の
保
健
婦
は
毎
日
ど
ん
な
仕
事
を
一
団
指
導
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
議
会
が
あ
り
ま
す
o
こ
主
で
国
保
運
営
一
善
意
の
人
ば
か
り
で
悪
質
と
い
ち
も
の

普
通
の
場
合
は
一
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ざ
っ
と
次
一
各
町
内
嘱
託
区
や
部
落
別
な
ど
の
集
合
一
に
か
か
る
霊
祭
な
事
項
を
審
議
し
た
り
一
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
滞
納
す
る
方
は
、

直
接
屡
抑
か
ら
国
一
に
か
い
て
見
ま
す
と
一
と
し
て
ご
希
望
の
あ
る
時
は
ど
ん
ど
ん
一
い
ろ
い
ろ
の
方
針
を
町
に
具
じ
ん
し
た
一
そ
の
日
の
生
活
に
迫
れ
て
い
る
者
が
多

保
に
請
求
が
あ
り
一

O
子
供
に
つ
い
て
は
赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
一
ご
利
用
不
さ
U
0
9
、

一

り

し

ま

す

。

・

一

い

よ

う

で

、

ほ

ん

と

う

に

お

気

の

ど

く

ヵ

1
3払
を
し
て
い
ま
す
一
方
、
し
つ
け
方
、
ミ
ル
ク
の
つ
く
り
一
最
近
大
洗
町
削
の
新
生
児
〈
生
れ
て
三
委
員
に
は
被
保
険
者
代
表
が
五
名
、
一
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
滞
納
は
や
は
り

一
方
、
お
乳
の
は
な
し
方
、
か
ら
だ
を
一
ケ
丹
未
満
〉
と
乳
児
〈
一
年
未
満
)
の
一
医
療
担
当
者
が
五
名
、
公
益
代
表
者
が
一
ど
う
し
て
払
納
付
し
て
い
た
だ
か
ね
ば

療
養
費
の
語
求
ソ
'
一
は
か
る
こ
と
、
精
神
的
な
こ
と
な
ど
一
死
亡
率
が
急
激
に
減
り
ま
し
た
。
従
来
一
五
名
で
な
っ
て
お
り
、
ぁ
消
せ
て
十
五
一
な
り
ま
せ
ん
の
ゼ
、
延
滞
金
が
つ
か
な

一
O
妊
産
婦
に
つ
い
て
は
妊
娠
中
の
注
意
一
は
茨
城
県
で
中
位
平
均
位
で
し
た
が
現
一
名
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
z

一
い
う
ち
に
、
ご
完
納
下
さ
る
よ
う
お
願

旅

行

中

に

医

勝

に

か

か

っ

た

り

、

他

一

家

一

で

の

お

産

、

お

産

後

の

衛

生

に

つ

一

在

で

は

県

平

均

の

半

分

伎

に

な

り

ま

し

一

い

い

た

し

ま

す

。

県
の
登
録
し
て
い
な
い
病
院
で
、
か
か
一
い
て
、
栄
養
相
談
、
精
神
的
の
こ
と
一
た
。
大
洗
町
は
医
療
費
が
か
L
る
の
で
一

-
1
J
1
d
1」
月

一

な

ど

一

は

県

で

横

織

で

す

が

、

乳

幼

児

や

新

生

「

i
i
r
k一
一

3

一
O
成
人
病

(EK、
が
ん
、
胃
十
三
一
児
の
死
亡
の
す
く
な
い
の
お
横
縦
で
す

/

ナ

/

心

、

一

一

z
一
指
腸
か
い
よ
う
、
腎
炎
糖
尿
病
な
庄
一
前
者
は
あ
ま
り
自
慢
に
な
り
ま
せ
ん
が

州
町
清
什
f

↑
一
一
二
〉
に
つ
い
て
は
、
食
係
、
生
活
療
養
一
後
者
は
、
本
町
の
ほ
こ
り
だ
と
思
い
ま

?

f

j
，

)

凶

一

一

一

一

一

相

談

な

ど

~

一

す

。

b
ト
げ
ぜ
、
J

、-t

一

一

ω
↑
0
け
っ
か
く
、
寄
生
虫
、
伝
染
病
予
防
一
こ
れ
は
お
母
さ
ん
万
の
自
覚
と
、
医

九

一

ぷ

八

丈

一

7
一

性

病

な

ど

に

つ

い

て

一

宮

亘

の

諸

先

生

の

塑

一

白

労

と

保

健

婦

山
3
Y刈
一

一

8

一
O
家
族
計
画
ハ
言
語
)
に
つ
い
て
一
の
活
動
と
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
生
み

m
A
T
J
A
-
-
M
一

一

ヮ

一

O
家
に
い
る
病
人
看
護
の
仕
方
に
つ
い
一
出
し
た
成
果
で
あ
ろ
う
と
確
信
致
し
ま

-

-

h

x

u

咽

E

，O

一

一

}

l

d

l

J

L

f

L

4

一

て

一

す

。

て

"

一

-11vm一
川
一
こ
れ
ら
の
こ
と
は
役
場
内
で
は
土
曜
一
県
平
均
新
生
児
死
亡
率

λ

一

山

一

ー

引

明

4
-
aに
、
そ
の
他
の
日
は
家
庭
訪
問
と
し
一
大
洗
町
M
M

叫

叶

t

事
U

ん
の
ご
相
談
あ
い
て
と
し
て
壇
場
県
平
均
乳
児
死
亡
率

n

U

1

'
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印

酌

副
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易

に

あ

た

っ

て

お

り

ま

す

。

叉

そ

の

外

集

一

大

洗

町

M
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生
れ
た
時
は
助
産
費

医

養

費

以

外

の

給

付

国
保
は
病
気
や
負
傷
に
た
い
し
て
、

療
養
費
の
支
給
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
外
に
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
れ
た
時
に
は

助
産
費
と
育
児
手
当
、
死
亡
し
た
時
に

は
葬
祭
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

現
在
は
留
保
財
政
が
キ
ユ
ク
ツ
な
の

で
、
こ
れ
ら
の
給
付
額
も
ほ
ん
の
す
こ

し
で
す
が
、
間
関
年
度
あ
た
り
か
ら
は
、

お
い
お
い
増
額
し
て
ゆ
く
計
画
で
お
り

ま
す
。
現
行
の
金
額
は
次
の
通
り
で
す
。
‘

助

産

由

民

五

O
O円

育

児

手

当

六

O
O丹

葬
祭
費
一
、

0
0
0円

入

イ呆E食事合付費
30.432.150用
86 % 

イ泉健施音量費
6Cf5.232p:j 

予 7諸費
346.6Q 2円 1%

オ

Z 
-

A

J

 

乳

児

、死
保 t'
健半

婦'，...J>.
j舌官民
も動

の

成

果

の

出j

会失た名更ため と|倹新ら
社の時前のとを き者し転よ

官官42里53国保のいろいろの届 tzt品CZ 
就」帯わ「民た t 必てめた町
職よ主つ世名と ずのたりに
しそをた帯変き町資か場にと $t.こ該にな「資り、転
たのか時主更、に格いになな被し持労なけ十絡し勤上旬
時町え、変の船転取て備れる保ではすつれ日にてめし
にた役更届員入得く付ば番険ておるてば」彩、をた
転時帯の」保しのれて、類者下忘よおな以動国やり
出「が鼠「険た周まあ用を証されうりら内が保め、
し資か」世をと出すり紙おどいなにまなにあのたよ
た稿わ般的わきい o係は択i'~lE 0 くなずい 11II什縦りそ
時喪つや変け勤冷_.，が役ち拠 おっ。挙出た{示、か
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保険料をつみたてる

拠出制国民年金
日本の国では国民だれもが、なにかの年金制度に加入するこ

とになりました。国民金年は会社や諸官公庁、学校.工場など

に勤めていない人のためにできた制度です。年をとったれ身

体障害になったり.母子家庭になった時に年金がもらえ.国民

の生活が保障される仕組です。そのため.他の公的年金と陪じ

ように、保険料を働らけるうち納めておき、それに間で2分の1の

補助金を出して.ー揺して積立ておくものです。もう時代が変

りました。保険料をつまなければならない人が今その納付を怠

って小ると制度からどんどん取りのこされて.国民だれもが年目

金を受けているときになって、その人だけがなんの年金も受け雪

られないほうことになります。その時ホゾをかんでもまにあ1
いません。誰れもが畳かな老後を送れるように皆んなで今から心掛けましょう

被保険者(加入者)
佼保険者には.必ず加入しなければならない人と、加入できない人じ希望で

加入できる人があります。

11.強制加入者 20才から59才までの人ですが、大洗町では全部が加入済ですか
t ら年金手帳が渡っている人と云うことになります。新らたに満

20才になった人は届けでなければなりません。

勤めておられる方の配偶者、今の処800人位の申しこみです。

ご希望の方は係にお申し込み下さい。

高令 (50才-55才)任意加入者はもう新らたに入いることは出

来ませんo保険料を滞納するとせっかくの資格が取り消しにな

りますので期日までに完納しましょう。

1'12、任意加入者

組
， 

♀主主i盆

。母子年金

毒殺

0 遺児年金

飢j叫

改善された国民年金
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つまないでも受けられる

福祉国民年金
ー国民年金は.本来自分で働らけるうち積みたてておくもので

すが、国民年金制度が出来たときもうすでに年をとっていたり

不具になったれ母子状態になっている方があります。

このために、これらの人は保険料をつまないでも国民年金が

もらえる仕組になっています。これを福祉年金とL、います。大

洗町ではもれないと思L、ますがもし該当する人でまだ年金を受

けていない人がありましたらすぐ役場に申出下さい。こ与で注

意しなければならないのは今日才以下の人で拠出制の保険料が

つめるのに怠ってつまない人は将来こんな年金は勿論もらえま

せん。

福祉年金の種類

0 老令福祉年金現在もう70才以上になっている人.または今51才

以上の人が70才になったときから支給されます。

年金額 12，000円
0 障害福祉年金拠出制のはじまる前に.20才以上で

すでに問腕とか両足を失った程度の

身体障害になった者に支給されます

年金額 18.000円

0 母子福祉年金拠出樹実施以前に、夫と死，)jIJし16才未満の子を扶

養している場合に支給されます。(この外姉や祖

母が扶養している場合の準母子福祉年金がありま

す。詳しくは保険課へ) 年金額 12.000円
第二子以降は子一人につき4，800円加算

0 支給制限保険料をつまないこの福祉年金にはいろいろの支

給制限があります。本人に前年の所得が15万円以

上ある人.公的年金をうけている人(福祉年金と

併せて一般24，000円以上戦争遺族70，00円以上)
町民税の納付者、夫婦共に国民年金をうけている

時、配偶者に所得税がある時、扶養義務者に所得

が約五十万円以上ある時は支給がとまります。

毎年六月始めにこれらを調査してもらうため定時

届を役場を経て県に出します。この屈を怠ると年

金の支給を停止されますからご注意下さし、。

税金と同じようなものですが予国民年金では一応保険

料といっております。納める方法は3ヶ月分をまとめ

て年金印紙を買い手帳に貼りつけ役場で検印を押して

貰います。保険料は34才までが月100円 35才以上の人
は月150円です。

納税組合に加入している方は「組合」から組合に加入

していない方は「個人で直接」役場に納めて下さい。

納める月は次の通りです。

4月 5月 6月分を 6月中に

7月 8月 9月分を 9月中に

10月11月12月分を 12月中に
1月 2月 3月分を 3月中に

滞納すると国税と同じように滞納処分されます。年度

iを過ぎると印紙では納付出来なくなります0，保険料はわすれず納めましょう。
iO免除とゅうこと もし生活が苦しくて.保険料を納められない事情にある方は、
i 申請をすれば保険料免除とゅう法があります。係に相談下さい

I 0前納とゅうこと 納期が.まだ来ない分の保険料を前納するこ之ができますo そ
E の時は利子の計算で割引があります。一年分でも全期分でも都

3 合の良い時、納められるので便利です。

oそれはこうなのです
i問 100円150円の保険料は高ずぎないか。
;答 拠出制国民年金に定められている5つの年金を支給するためには、 閣が保険料
i の2分の!という前例のない高率の国庫負担をするとしましても年金財政はど
; うしでもこの程度の保険料は必要になります。 これを国民年金と同じような被

i 用者年金制度とくらべてみてもたとえば、 1万5千円の月給の人で、厚生年金で
i は2位向・同家公務員共済組合では660円、 船員保険では420門と本制度をはか
るかに上掘る保険料を負担しております。
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留民年金法は出来てから、不備な点がどんどん改善さ

れました。どんな処が良くなったのでしょうヵJ。

0死亡一時金の制度が出来ました。何んの年金ももら

わずに死亡した時は死亡一時金が支給されます。

その金額は3年から5年未満積んだもので5，000円そ
れから年数に応じて増額され最高52，000円まで支給
されます。これで磁捨がなくなりました。

0老令年金は65才からでは遅すぎるという方には60才
から減額年金が支給されることになりましたO

。国民年金は恩給や.ほかの年金と通算になります。

0 母子生存金は祖母や姉が親代りに子供を扶養している家庭にも支給されることにな
りました。

O年金をもらうべき人が、年金を受け取らないで死亡してしまった時は.未支給年
金が遺族に支給になります。

。補祉年金ではいろいろの支給制限が緩和されました。今年の10月からは配偶者が
公的年金を受ける場合の支給制限が撤廃されます。

国民年金の種類

65才から(希望者は60才から減額支給)14，400円-42，000円支
給されます。

片手片足程震の障害者になれば、その時から14，000円-42，000

円支給重い時は6，000円加算 ぬ

夫に死なれ母子家庭になったときで18才未満の子を扶，.{\、~'"

養しているとき、なお子二人以上のときは加算がありEヰイ1])
ます。 19，200円-25，800円加算は4，800円 ~ JAI m. 
父と母に死別してみなしごとなった子が18才未満のとき最低12
，000円加算4，80O円

0 寡婦年金老令年金を受ける資格のある夫が死亡し

た場合にその妻に夫が受けられる年金績

の半額を印才-65才まで支給されます。

児童扶養手当のはなし
生別母子世帯にも福祉年金を、とし、う声はつよかった。 しかし生別という人為的な

事故に対して年金を支給するということは. 適当でないとされ別に.今年の 1月か

ら鬼童扶養手当とし、う形で出ることになりました。支給の要件、母子家庭で

切)父母が婚姻を解消した児童 (ロ)父が死亡した児童‘附父が所定の程度廃疾の状態

にある児童糾父の生死不明の児童 榊その他これらに準ずる状態にある児童.手

当は1月児叢1人につき800円 2人のときし200円3人以上は加算福祉年金と同じよう
な支給制|泌があります。(くわしくは厚生課へ)
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